
オープンソース化・OSS利活用に関する有識者検討会の開催について 

1. 目的 

デジタル庁は、令和６年度に実施した、諸外国政府等によるオープンソース化・OSS

利活用の取組及びアジャイル開発に関する調査結果を基に、それぞれの専門的知識・

経験を有する有識者の意見等を踏まえ、我が国における情報システム調達に係るオー

プンソース化・OSS 利活用に向けた基本的な方針等について検討を進めるため、オー

プンソース化・OSS 利活用に関する有識者検討会（以下「有識者検討会」という。）

を開催する。 

2. 有識者検討会 

⑴ 構成 

有識者検討会は、別紙の構成員をもって構成する。 
⑵ 座長 

座長は会務を統括する。 

⑶ 議事 
① 有識者検討会は、座長が招集する。 

② 座長は、必要があると認める場合は、構成員以外の者に有識者検討会への出席を

求め、その意見を聞くことができる。 

③ 座長は､構成員以外の者が有識者検討会を傍聴することを認めることができる。 

3. その他 

本資料に定めるもののほか、有識者検討会の運営、その他必要事項については座長が

定める。 



 

 

【構成員】 

 

オープンソース化・OSS利活用に関する有識者検討会 名簿 

（別紙） 

座長 庄司  昌彦 武蔵大学社会学部 教授 

委員 今村  かずき 独立行政法人情報処理推進機構（IPA） 
デジタル基盤センター デジタルエンジニアリング部

ソフトウェアエンジニアリンググループ 

委員 中村  雄一 株式会社日立製作所 

AI & ソフトウェアサービスビジネスユニット Hitachi OSPO 

Head of OSPO, 博士(工学) 

委員 岩原  将文 岩原法律事務所 弁護士 

アドバイザー 外山 雅暁 デジタル庁 政策・法務ユニット 法務スペシャリスト

アドバイザー 関 治之 デジタル庁 シニアエキスパート 

アドバイザー 鈴木 健人 デジタル庁 政策・法務ユニット 法務スペシャリスト 

（以上敬称略） 


